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　近畿地方の水準測量による上下変動について報告する。

⑴　高槻－大津間の上下変動

　1982 年から 1983 年の 1 年間の上下変動（ 第 1 図 ）は大津を基準にすると京都，高槻が沈下

している。第 2 図は同じ路線の中で，左側は J216（ 京都 ）から BM221 迄，右側は F20（ 大

津 ）から J216 を通って BM1296 に至る間について累積変動量を図示したものである。

⑵　阪神地区の上下変動

　⑴　の路線の南西方向への延長である（ 第 3 図 ）。1981 年から 1982 年にかけては茨木を基

準にすると大阪方向に隆起が認められる。

⑶　和歌山～柏原間の上下変動

　⑵　の路線を更に南西方向に延長した路線である（ 第 4 図 ）。⑵の路線からそのまま南に向

けて更に隆起が続いているようにみえるが，地盤沈下の回復現象とも思われる。

⑷　和歌山市付近の上下変動

　⑶から更に南にのびる路線である（ 第 5 図 ）。今回の測量で特に変動は認められない。

⑸　琵琶湖北精密変歪測量

　1982 年に設置した放射基線である。観測は 1 回目であるので，2 辺について一次基準点測

量（ 1976 年 ）との比較を示す（ 第 6 図 ）。2 辺共変化は認められない。
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第 1 図　高槻～大津間の上下変動
Fig. 1　Level changes along the route from Takatsuki to Otsu.
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第 2 図　京都付近の上下変動
Fig. 2　Level changes in and around Kyoto.
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第 3 図　阪神地区の上下変動
Fig. 3　Level changes in the Hanshin （Osaka - Kobe） region.
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第 4 図　和歌山～柏原間の上下変動
Fig. 4　Level changes along the route from Wakayama to Kashiwabara.
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第 5 図　和歌山市付近の上下変動
Fig. 5　Level changes along the route from Kainan tidal station to Wakayama.
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第 6 図　琵琶湖北精密変歪測量結果
Fig. 6　Result of radial base line strain measurements in north Biwako.

―335―


	本文
	第１図
	第２図
	第３図
	第４図
	第５図
	第６図

